
申請から入金までの流れと注意点
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申請期間 補助事業期間

経費が補助対象となる期間
（納品まで完了し、事業を
開始しないといけない）

補助金の支払(入金)
は、補助事業終了の

数ヵ月後

報告書、見積書、
発注書、納品書、
領収書等を提出



注意点
 ◉ 審査がある(全員採択されるわけではない)

※例：採択率約５０％
 ◉ 補助金はいつもあるという訳ではない
 ◉ 応募受付期間が短いものもある
 ◉ 補助事業期間内に発生した費用が補助金対象となる

※補助対象期間は補助金の種類や応募開始時期によりば
          らつきがある。(３ヵ月や、半年等)

 ◉ 補助金入金は後払いになる
 ◉ 区分会計等のルールを守り、入金後も実績報告が必要

(１年後、５年後 等)

 ◉ 報告事業にない使い方等が発覚すると返金を求められる事
もある



企業に人気の補助金

販路開拓につながる取組を補助

事業計画書で販路開拓をアピールする

h主な補助対象経費
①機械装置等費（製造装置の購入等）
②広報費（新サービスを紹介するチラシ作成等）
③ウェブサイト関連費（ウェブサイト等の開発、構築等）
④展示会等出展費（展示会・商談会の出展料等）
⑤旅費（販路開拓等を行うための旅費）
⑥新商品開発費（新商品の試作品開発等に伴う経費）
⑦資料購入費（補助事業に関連する図書の購入費等）
⑧賃料（機器・設備等のリースレンタル料 等）

等 があります

※ウェブサイト関連費はその他の経費と一緒の申請が必要です。



現在(直近)使える補助金紹介
◉カタログから製品を選ぶ
◉労働生産性年平均３％
向上を目指す
製品例



現在(直近)使える補助金紹介

◉令和6年1月～令和6年10月
までに従業員の賃上げを
行った or 行う予定

◉正規従業員なら基本給
２.５％以上賃上げ

◉従業員１人あたり５万円
(1社最大50万円まで)



現在(直近)使える補助金紹介
◉登録されているシステムのみ利用可能

◉導入できる主なITツール
受発注・決済・会計・セキュリティ
POSレジ 関連ソフト

◉１年後に労働生産性３％以上向上。
事業計画期間に労働生産性を平均３％
以上向上させる事。



採択成功事例(小規模事業者持続化補助金)
◉補助事業前まで
自社店舗・オンラインショップの他、福島県内の旅館や
全国70店舗以上の雑貨店で商品を販売。コロナで多くの
卸先が休業。その影響を受け注文が激変。これまでは対
面型の販路が中心だったが、非対面型の新たな販路を
開拓することが課題となった。

◉補助事業内容
非対面型の観光土産販売方法として、道の駅や旅館等に
カプセルマシンを設置。また、会社や直営店の紹介が主
軸であったHPにオンラインショップへの誘導機能を追加。
カプセル内に同梱したQRコード付きのパンフレットから
HPやオンラインショップへの誘導を図った。

◉補助事業実施の効果
HP閲覧数が、前年比150％以上を記録。オンラインショップ
での売上増加だけでなく、カプセルマシンの利用者からの
電話での問い合わせもあり、店舗売上の増加にもつながった。

会津木綿を活用した服飾雑貨、
インテリア小物等の製造小売を

行っている。
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